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元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
構
成
と
価
値

邢
　
東
風

臨
済
義
玄
（
？
―
八
六
六
）
は
臨
済
宗
の
祖
師
で
あ
り
、『
臨
済
録
』
は
そ
の
語
録
の
略
称
で
あ
る
。
歴
史
上
、『
臨
済
録
』

は
中
国
か
ら
日
本
へ
広
く
伝
わ
り
、
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
伝
本
も
写
本
・
刊
本
・
集
合
本
・
単
行
本
・
注
釈
付
き
の

鈔
本
な
ど
様
々
な
形
態
を
呈
し
て
い
る
。
最
初
の
刊
本
は
宋
元
時
代
に
出
現
し
、
現
在
知
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
次
の
三
種

類
が
あ
る
。
第
一
は
北
宋
宣
和
年
間
の
宗
演
本
、
第
二
は
南
宋
咸
淳
年
間
の
刊
本
（
実
は
『
古
尊
宿
語
録
』
の
一
部
）、
第
三

は
元
代
の
雪
堂
普
仁
の
重
刊
本
（「
元
刊
本
」
或
い
は
「
雪
堂
本
」
と
も
呼
ば
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
刊
本
は
い
ず
れ
も
『
臨
済
録
』

の
伝
本
史
に
お
け
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
宗
演
本
は
古
く
か
ら
逸
失
し
、
南
宋
本
は
複
数
の
伝
存
が
あ
る
が
、
元
刊
本

に
つ
い
て
は
そ
の
現
存
お
よ
び
そ
の
内
容
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宋
元
刊
本
、
特
に
単
行
本
『
臨
済
録
』
の
面

目
は
、『
臨
済
録
』
の
伝
本
史
に
お
い
て
一
つ
の
謎
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
二
〇
一
六
年
五
月
花
園
大
学
で
開
催
さ
れ
た「『
臨
済
録
』国
際
学
会
」出
席
を
き
っ
か
け
に
、日
本
伝
本
に
よ
っ

て
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
原
型
を
推
測
し
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
元
刊
本
の
現
存
を
確
認
す
る
こ
と
で
き
た
。

そ
れ
は
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
一
巻
で
あ
り
、
現
在
は
天
下
唯
一
の
伝
本
で
、
文
物
と
し

て
の
価
値
と
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
を
兼
ね
持
つ
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
本
論
文
は
こ
の
元
刊
本
の
内
容
を
紹
介
し
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な
が
ら
、
関
連
す
る
問
題
を
も
検
討
し
た
い
。

一
、
元
刊
本
の
現
状
と
伝
存
過
程

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
は
、
元
の
雪
堂
普
仁
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
存
本
は
完
全
本
で
は
な
く
、
書
首
に
欠
落
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
現
存
本
の
書
首
は
、
表
紙
・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
・「
普
秀
序
」

の
三
つ
の
部
分
が
存
す
る
が
、
元
来
の
も
の
は
「
普
秀
序
」
の
み
で
あ
り
、
他
の
二
部
分
、
ま
た
全
書
各
ペ
ー
ジ
の
裏
打
ち

さ
れ
た
紙
は
修
補
の
時
に
新
た
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
本
は
以
下
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

１
．
表
紙  

黄
裳
よ
る
手
書
き
の
題
記
。

元
板
臨
濟
惠
照
玄
公
大
宗
師
語
錄  
袁
寒
雲
舊
藏  

庚
寅
新
正
黄
裳
題

２
．
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ  

小
燕
よ
る
手
書
き
の
跋
文
と
鈐
印
。

此
元
板
元
印
本
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄
、
袁
寒
雲
故
物
、
後
入
南
林
劉
氏
嘉
業
堂
、
劉
氏
書
散
、
余
收
之
市
肆
者

也
。
中
土
已
為
無
第
二
帙
、
而
日
本
翻
雕
甚
多
。
五
山
板
中
、
是
本
間
出
、
然
往
往
變
易
舊
式
、
不
足
取
也
。
曾
見
室

町
中
期
所
刊
一
本
、
大
題
後
一
行
已
後
書
慧
然
集
、
而
于
臨
濟
上
别
加
鎮
州
字
样
、
如
非
此
祖
本
尚
存
、
何
以
知
其
割

裂
舊
式
耶
？ 

壬
辰
五
月
十
六
日
閒
窗
展
卷
書  

小
燕　

黄
裳
百
嘉

黄
裳
の
題
記
は
一
九
五
〇
年
に
記
し
、小
燕
の
題
跋
は
一
九
五
二
年
に
書
か
れ
た
。
以
上
は
修
補
の
際
に
加
え
た
新
紙
で
、

以
下
は
元
刊
本
の
旧
紙
で
あ
る
。
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３
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　　

五
峰
普
秀
撰

　

現
存
本
で
は
唯
一
の
序
文
で
あ
る
。
二
葉
、
半
葉
九
行
、
一
行
二
〇
字
。
第
一
葉
に
以
下
の
印
記
が
あ
る
。

　

黄
裳
鑑
藏   　

寒
雲
秘
笈
珍
藏
之
印   　

曾
經
南
林
劉
翰
怡
收
藏   　

黄
裳
珍
藏
圖
書
印
記 

序
文
の
末
尾
に
は
原
版
の
題
記
が
あ
る
。

　

吳
中
小
生
錢
良
佑
敬
書

4
．『
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』

『
臨
済
録
』
の
本
文
で
あ
る
。
全
て
三
八
葉
、
半
葉
一
〇
行
、
一
行
二
〇
字
。
第
一
―
二
四
葉
は
臨
済
の
「
上
堂
」
と
「
示

衆
」、
第
二
四
―
三
〇
葉
は
「
勘
辨
」、
第
三
〇
―
三
八
葉
は
「
行
録
」
で
あ
る
。
最
初
に
書
名
と
編
者
名
と
印
記
が
あ
る
。

　

臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄               

住
三
聖
嗣
法
小
師 

惠
然 

集

　
　

黄
裳
藏
本   

北
京
圖
書
館
藏   

黄
裳
容
氏
珍
藏
圖
籍   

黄
裳

末
尾
に
は
下
記
の
題
記
が
あ
る
。

　

住
鎮
州
保
壽
嗣
法
小
師 

延
沼 

謹
書

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
住
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘
」
の
題
記
が
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
は
宋
版
『
臨
済
録
』

と
異
な
っ
て
い
る
。

以
下
は
本
書
の
付
録
で
あ
る
。
全
て
一
一
葉
、
半
葉
九
行
、
一
行
一
七
字
。
内
容
は
下
記
の
と
お
り
。

5
．「
大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」、
郭
天
錫
撰

6
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
真
賛
」、
郭
天
錫
撰

7
．「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」、
王
博
文
撰

8
．
刊
板
人
署
名  
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こ
れ
は
元
刊
本
の
製
版
事
業
の
寄
付
者
リ
ス
ト
で
あ
り
、
全
て
一
葉
半
、
半
葉
一
一
行
。

な
お
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
枠
外
に
は
、
黄
裳
よ
る
手
書
き
の
題
記
が
あ
る
。

　

黄
裳
珍
儲
元
至
元
古
刻
和
尚
語
錄

同
ペ
ー
ジ
に
は
、
三
つ
の
印
記
が
あ
り
、
一
つ
は 

澄
心
堂 

で
あ
る
が
、
他
の
二
印
は
弁
識
し
が
た
い
。

以
上
は
現
存
本
の
構
成
で
あ
る
。
次
に
そ
の
伝
存
過
程
と
関
連
人
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

本
書
は
近
代
以
前
、
い
か
な
る
伝
存
の
経
過
が
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
近
代
以
降
の
伝
存
過
程
は
書
中
の
題
記
と

印
記
に
よ
っ
て
分
か
る
。
即
ち
、
最
初
は
袁
寒
雲
の
所
有
、
後
は
劉
氏
嘉
業
堂
の
収
蔵
、
次
は
小
燕
の
購
入
、
最
後
は
北
京

図
書
館
（
現
在
の
国
家
図
書
館
）
の
収
蔵
と
い
う
経
過
で
あ
っ
た
。
袁
寒
雲
（
一
八
八
九
―
一
九
三
一
）
は
、袁
世
凱
の
次
男
、

名
は
克
文
、
号
は
寒
雲
で
あ
る
。
彼
は
古
銭
幣
に
精
通
し
、
宋
元
版
の
書
籍
を
も
収
蔵
し
た
。「
寒
雲
秘
笈
珍
藏
之
印
」
は
本

書
が
袁
克
文
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
嘉
業
堂
主
は
劉
承
幹
（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）、
字
は
貞
一
、
号
は
翰
怡
、

浙
江
省
の
富
商
で
、
蔵
書
を
好
み
、
一
九
二
四
年
「
嘉
業
堂
」
と
い
う
蔵
書
楼
を
建
て
、
蔵
書
数
は
五
〇
万
冊
に
も
上
っ
た
。

の
ち
嘉
業
堂
の
蔵
書
の
多
く
は
浙
江
省
図
書
館
の
所
有
と
な
っ
た
が
、他
に
流
失
し
た
も
の
も
あ
る
。「
曽
経
南
林
劉
翰
怡
収

蔵
」
の
印
記
は
、
本
書
が
か
つ
て
嘉
業
堂
の
収
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
今
、『
嘉
業
堂
藏
書
志
』
を
見
る
と
⑴
、
本
書

の
蔵
書
記
録
が
あ
る
。

　

慧
照
玄
公
語
錄
一
册  

元
刻
本

　

僧
惠
然
集
。
玄
公
即
普
仁
、
號
雪
堂
、
臨
濟
十
八
世
孫
、
闡
臨
濟
之
精
言
。
前
有
普
秀
序
、
錢
良
祐
書
。
後
有
郭
天

錫
記
及
真
贊
、
又
有
王
愽
文
撰
碑
、
商
挺
題
額
、
皆
元
初
名
人
、
後
有
杭
州
刊
板
名
氏
（
以
下
省
略
─
─
引
者
）。

右
記
の
記
述
は
、
繆
荃
孫
氏
が
一
九
一
七
―
一
九
年
の
間
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
は
遅
く
と
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も
一
九
一
九
年
ま
で
に
嘉
業
堂
に
入
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
書
首
は
当
初
か
ら
既
に
欠
落
し
て
い
た
こ
と
（
後
述
）
が
分
か
る
。

ま
た
繆
氏
は
「
玄
公
」
が
雪
堂
普
仁
を
指
す
と
誤
解
し
た
た
め
、
本
書
を
普
仁
の
語
録
と
し
た
。「
玄
公
」
は
臨
済
義
玄
の
こ

と
で
、
本
書
は
ま
さ
に
彼
の
語
録
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
黄
裳
（
一
九
一
九
―
二
〇
一
二
）
は
著
名
な
作
家
・
新
聞
記
者
・
戯
劇

家
で
あ
っ
て
、
小
燕
は
彼
の
夫
人
で
あ
る
。
夫
婦
二
人
は
数
万
冊
の
蔵
書
を
持
ち
、
所
蔵
の
珍
本
に
は
二
人
の
題
記
が
よ
く

見
ら
れ
る
と
い
う
。
今
、
題
記
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
初
期
ま
で
、
本
書
は
黄
裳
夫
婦
の
所
有
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
の
ち
北
京
図
書
館
に
入
っ
た
の
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
九
八
七
年
編
集
の
『
北
京
図

書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
は
本
書
の
記
録
が
見
え
る
の
で
、
本
書
は
遅
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
中
期
ま
で
に
、
既
に
北
京
図

書
館
の
所
有
と
な
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。

小
燕
は
「
本
書
は
天
下
の
孤
本
で
あ
り
、
日
本
の
五
山
版
『
臨
済
録
』
の
祖
本
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
日
本
刊
本
は
原
本

を
変
え
た
個
所
が
あ
る
た
め
価
値
が
低
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
の
言
う
五
山
版
と
は
室
町
中
期
の
刊
本
を
指
し
、
具

体
的
に
は
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
刊
本
を
言
う
可
能
性
が
高
い
。
永
享
本
は
室
町
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
五
山
版
の
一
種
で

あ
り
、
現
在
日
本
に
お
い
て
は
複
数
の
伝
存
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
大
正
蔵
』
第
四
七
冊
所
収
の
『
臨
済
録
』
は
永
享
本
を
底

本
と
し
た
も
の
で
、
比
較
的
に
入
手
し
や
す
い
。
こ
の
永
享
本
を
元
刊
本
と
対
照
し
て
み
る
と
、
永
享
本
は
『
臨
済
録
』
の

書
名
を
「
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
」
と
し
、
編
者
を
「
慧
然
集
」
と
し
て
い
る
が
、
元
刊
本
の
書
名
に
は
「
鎮
州
」
の
二
字

が
な
く
、
編
者
は
「
惠
然
集
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
違
に
鑑
み
、
小
燕
は
「
五
山
版
は
既
に
祖
本
を
『
割
裂
』
し
た
た
め
、

『
取
る
に
足
り
な
い
』」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
五
山
版
の
祖
本
は
恐
ら
く
宋
元
の
刊
本
を
両
方
と
も
に
採
用
し
て

お
り
、
し
か
も
日
本
伝
本
の
中
に
は
元
刊
本
の
序
跋
を
保
存
し
て
い
る
た
め
、
日
本
伝
本
は
特
殊
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
黄
裳
は
書
尾
の
題
記
に
、
本
書
を
「
元
至
元
古
刻
和
尚
語
録
」
と
し
て
い
る
が
、
本
書
は
「
至
元
古

刻
」
で
は
な
く
、
大
徳
年
間
の
刊
本
で
あ
り
、
ま
た
「
和
尚
語
録
」
は
漠
然
と
し
た
言
い
方
で
あ
る
が
、
実
は
臨
済
義
玄
の
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語
録
で
あ
る
。

以
上
の
題
記
と
印
記
、
お
よ
び
以
前
の
蔵
書
記
録
は
、
本
書
の
伝
存
過
程
と
関
係
人
物
を
把
握
す
る
た
め
に
重
要
な
手
か

が
り
を
提
供
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
誤
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
す
る
際
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

元
刊
本
の
『
臨
済
録
』
の
本
文
は
、
南
宋
本
（『
古
尊
宿
語
録
』）
と
同
じ
も
の
で
、
元
刊
本
の
特
有
の
も
の
で
は
な
い
た

め
、
こ
こ
で
検
討
し
な
い
。
元
刊
本
特
有
の
も
の
は
臨
済
の
語
録
本
文
以
外
の
部
分
に
あ
る
の
で
、
以
下
に
こ
れ
を
検
討
し

よ
う
。

二
、
普
秀
序

現
存
元
刊
本
の
序
文
は
、
普
秀
の
「
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
序
は
日
本
の
伝
本
に
も
見
ら

れ
る
。
一
つ
は
『
鎮
州
臨
済
惠
照
禅
師
語
録
鈔
』（
以
下
『
鈔
』
と
略
称
）
で
⑵
、
ま
た
一
つ
は
『
大
正
蔵
』
第
四
七
册
所
収
永

享
本
『
臨
済
録
』（
以
下
「『
大
正
蔵
』
本
」
と
略
称
）
で
あ
る
。
但
し
、
元
刊
本
の
こ
の
序
文
は
日
本
の
伝
本
よ
り
四
〇
余
字

多
く
、
ま
た
破
庵
先
・
石
田
薫
・
愚
極
慧
・
玉
山
珍
・
仏
照
光
・
淛
翁
琰
・
偃
渓
聞
・
雲
峰
高
・
天
童
鑑
・
雪
峰
聳
・
柏
林

璋
・
定
林
秀
・
廓
然
安
な
ど
十
数
人
の
僧
名
が
、
日
本
の
刊
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
伝
本

は
元
刊
本
の
内
容
を
遺
漏
し
た
個
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。し
か
し
日
本
の
伝
本
に
は
元
刊
本
を
訂
正
し
た
個
所
も
あ
り
、

例
え
ば
「
雪
堂
乃
吾
三
世
」
の
後
ろ
に
「
祖
」
の
一
字
を
加
え
、こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
句
の
意
味
が
通
ず
る
。
し
か
し
元
刊
本

が
普
秀
序
の
原
型
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以
下
は
そ
の
原
文
で
あ
る
。
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臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄
序

　

竊
以
黄
檗
山
高
、
便
敢
當
頭
捋
虎
、
滹
陀
岸
遠
、
亦
能
順
水
操
舟
、
既
露
惡
毒
爪
牙
、
仍
顯
慈
悲
手
段
。
攔
腮
一
掌
、

免
煩
著
齒
粘
唇
、
劈
肋
三
拳
、
可
謂
傾
心
吐
膽
。
三
玄
在
手
、
七
事
隨
身
、
觸
之
則
石
裂
崖
崩
、
擬
之
則
雷
轟
電
掣
。

門
庭
孤
峻
、
閫
奧
宏
深
、
只
可
望
崖
、
不
可
趣
向
。
茲
者
總
統
雪
堂
和
尚
、
憫
巴
歌
唱
而
和
寡
、
嗟
雪
曲
彈
而
應
稀
、

語
錄
闕
文
、
叢
林
罕
見
、
遂
旁
求
釋
子
、
而
再
起
斯
文
、
欲
鏤
板
以
廣
流
通
、
俾
參
玄
而
得
受
用
、
弘
揚
祖
道
、
垂
裕

後
昆
。
棒
頭
喝
下
、
須
明
石
火
電
光
、
正
案
傍
提
、
要
顧
眉
毛
鼻
孔
。
其
它
機
緣
、
備
載
前
錄
、
不
勞
再
擧
。
噫
！ 

臨

濟
祖
師
、
六
傳
而
至
汾
陽
大
宗
師
、
汾
陽
下
傑
出
六
大
尊
者
、
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
覺
。
慈
明
圓
傳
陽
岐
會
、
會
傳
白

雲
端
、
端
傳
五
祖
演
、
演
傳
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
、
佛
果
勤
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
、
虎
丘
隆
傳
應
庵
華
、
華
傳
密

庵
傑
、
傑
傳
破
庵
先
‧
松
源
嶽
、
破
庵
先
傳
石
田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
松
源
嶽
傳
無
德
通
、
通
傳
虛
舟
度
、
度
傳

徑
山
虎
岩
伏
‧
靈
隱
玉
山
珍
。
大
慧
杲
傳
佛
照
光
、
光
傳
淛
翁
琰
、
琰
傳
偃
溪
聞
、
聞
傳
雲
峰
高
‧
天
童
鑑
‧
雪
峰
聳
、

天
目
齊
傳
汝
州
和
、
和
傳
竹
林
寶
、
寶
傳
竹
林
安
、
安
傳
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
、
慶
壽
璋
傳
海

雲
宗
師
‧
竹
林
彝
、
海
雲
宗
師
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
、
可
庵
傳
太
傅
劉
文
貞
公
‧
慶
壽
滿
、
龍
宮
玉
傳
大
名

海
、
賾
庵
傳
慶
壽
安
、
竹
林
彝
傳
龍
華
惠
、
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
、
歸
雲
宣
傳
平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林

秀
。
琅

覺
傳
泐
潭
月
、
月
傳
毘
陵
真
、
真
傳
白
水
白
、
白
傳
天
寧
黨
、
黨
傳
慈
照
純
、
純
傳
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏

‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
、
慶
壽
亨
傳
東
平
汴
‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
、
少
林
鑑
傳
法
王
通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧

西
庵
贇
、
南
京
智
傳
壽
峰
湛
、
西
庵
贇
傳
雪
堂
仁
、
雪
堂
乃
臨
濟
十
八
世
孫
也
。
莫
不
門
庭
孤
峻
、
機
辯
縱
橫
、
俱
是

克
家
子
孫
、
燈
燈
續
焰
、
直
至
如
今
、
可
謂
源
清
流
長
、
此
之
謂
也
。
雪
堂
乃
吾
三
世
、
嘱
予
為
序
、
率
爾
書
之
、
腦

後
見
腮
、
頂
門
具
眼
者
、
大
發
一
笑
。
開
泰
退
堂
襲
祖
第
二
十
世
孫
五
峰
普
秀
齋
沐
焚
香
拜
序
。吳

中
小
生
錢
良
佑
敬
書
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こ
の
序
文
は
、
ま
ず
、「
臨
済
の
禅
法
は
非
常
に
激
烈
な
も
の
だ
が
、
実
は
慈
悲
心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
人
々
を
開
悟

に
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
彼
の
法
門
は
奥
深
い
の
で
、
人
々
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
近
づ
き
難
い
よ

う
に
見
え
る
。
雪
堂
普
仁
は
臨
済
の
禅
法
が
難
解
す
ぎ
て
理
解
で
き
る
人
が
少
な
い
こ
と
を
心
配
し
、
さ
ら
に
当
時
は
『
臨

済
録
』
さ
え
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
本
を
新
た
に
刊
行
し
流
布
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
の

で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
臨
済
祖
師
か
ら
雪
堂
普
仁
ま
で
の
伝
承
の
系
譜
を
述
べ
て
い
る
が
、
普
仁
は
臨
済
第

一
八
代
の
孫
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
臨
済
宗
が
長
い
歴
史
と
伝
承
を
持
つ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
作
者
の
普
秀
自
身

は
雪
堂
普
仁
の
三
世
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
こ
の
序
文
は
普
仁
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
普

秀
の
伝
記
は
史
伝
に
見
え
な
い
が
、こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、彼
は
雪
堂
普
仁
の
孫
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
彼
に
は
「
梵

網
経
菩
薩
戒
序
」
と
い
う
著
作
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
雪
堂
普
仁
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
序
文
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
、
陸
川
堆
雲
氏
は
「
元
、
至
元
時
代
、
西
暦
一
三
六
〇
頃
」
と
し
て
い
る
が
⑶
、
実
際
は

そ
れ
ほ
ど
遅
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
序
文
に
は
、「
雪
堂
禅
師
が
私
に
序
文
を
作
る
こ
と
を
委
嘱
し
た
（
雪

堂
…
…
嘱
予
為
序
）」
と
明
言
し
て
お
り
、
作
者
は
普
仁
の
孫
弟
子
と
し
て
、
大
先
生
の
依
頼
を
長
い
間
放
置
し
た
と
は
考
え

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
刊
本
に
は
こ
の
「
普
秀
序
」
の
他
、「
従
倫
序
」
と
「
郭
天
錫
序
」
が
あ
り
、
三
序
は
共

に
普
仁
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
郭
天
錫
序
」
は
大
徳
二
年（
一
二
九
八
）
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
、「
普
秀
序
」
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
吳
中
小
生
錢
良
佑
敬
書
」
の
題
記
に
よ
っ
て
、
こ
の
序
文
は
銭
良
佑
が
書
写
し
た
も
の
と
分
か
る
。
銭
良
佑
（
一
二
七
八

―
一
三
四
四
）、
字
は
翼
之
、
蘇
州
の
人
。「
江
村
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
元
代
の
著
名
な
書
家
で
あ
る
。
彼
は
篆
・
隷
・
真
・

行
・
小
草
な
ど
各
種
の
字
体
に
精
通
し
、
勅
命
に
よ
っ
て
『
農
桑
輯
要
』・『
大
学
衍
義
』
な
ど
を
書
写
し
た
こ
と
が
あ
る
⑷
。

銭
氏
の
墨
蹟
は
現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、こ
の
序
文
は
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
彼
の
も
う
一
つ
の
書
作
品
で
あ
る
。
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こ
の
序
文
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
を
述
べ
て
い
る
点
に
あ
る
。
作
者
の
意
図
は
普
仁
の
法
脈
の
源
流
を

説
明
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
う
ち
、
金
元
時
代
の
伝
承
の
記
述
が
特
に
詳
し
い
、
例
え
ば
、

天
目
斉
系
統
の
白
澗
一
・
帰
雲
宣
・
沖
虚
昉
・
懶
牧
帰
・
平
山
亮
・
竹
林
彛
・
龍
華
恵
・
龍
宮
玉
・
大
名
海
・
柏
林
璋
・
定

林
秀
と
、
琅
琊
覚
系
統
の
天
寧
党
・
慈
照
純
・
鄭
州
宝
・
慶
寿
亨
・
竹
林
蔵
・
少
林
鑑
・
東
平
汴
・
太
原
昭
・
廓
然
安
・
法

王
通
・
安
閑
覚
・
南
京
智
・
西
庵
贇
・
寿
峰
湛
な
ど
の
人
物
は
、
い
ず
れ
も
金
元
時
代
北
方
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
が
、
し
か

し
彼
ら
に
つ
い
て
は
禅
宗
史
書
の
記
載
が
極
め
て
少
な
く
、
或
い
は
記
載
が
あ
っ
て
も
間
違
っ
て
い
る
。
今
は
こ
の
系
譜
に

よ
っ
て
、
他
の
史
料
に
散
見
す
る
こ
れ
ら
の
人
物
の
臨
済
宗
伝
承
系
統
に
お
け
る
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
で
き

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
序
文
は
金
元
時
代
臨
済
宗
の
研
究
に
お
い
て
貴
重
な
史
料
的
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
郭
天
錫
の
逸
文

本
書
の
付
録
に
は
郭
天
錫
の
二
文
が
あ
る
。
一
つ
は
「
大
名
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」（
以
下
「
碑
記
」
と
略
称
）、
も

う
一
つ
は
「
臨
済
玄
公
大
宗
師
真
賛
」（
以
下
「
真
賛
」
と
略
称
）
で
、
こ
の
二
文
は
他
の
文
献
に
見
え
ず
、
特
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
た
め
こ
こ
に
移
録
し
て
お
く
。

大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記

　

千
金
之
子
、
擅
山
海
富
、
必
有
契
券
為
之
守
。
三
軍
之
帥
、
擁
金
革
衆
、
必
有
鐵
鉞
為
之
權
。
萬
乘
之
國
、
居
社
稷

重
、
必
有
寶
玉
為
之
鎮
。
蓋
其
託
於
物
者
專
、
故
其
傳
於
時
者
遠
也
。
惟
大
雄
氏
則
不
然
、
爰
自
西
夏
、
流
教
諸
華
、
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木
本
水
源
、
枝
衍
派
接
、
至
于
今
兹
、
為
人
天
之
所
瞻
仰
、
為
國
王
大
臣
之
所
崇
敬
、
為
居
士
長
者
‧
凡
夫
外
道
之
所

嚮
慕
、
是
非
有
寶
玉
之
鎮
‧
鐵
鉞
之
權
‧
契
券
之
守
之
託
也
、
而
其
傳
之
遠
、
雖
百
千
萬
世
未
可
知
、
得
非
其
所
托
者

不
惟
其
物
、
而
惟
其
人
乎
？ 

傳
之
可
以
遠
、
託
之
得
其
人
、
未
有
如
臨
濟
宗
之
盛
者
也
。
臨
濟
者
、
曹
州
南
華
邢
氏

子
、
黄
檗
運
禪
師
之
嗣
、
南
嶽
讓
禪
師
之
四
世
孫
、
名
義
玄
、
諡
慧
照
、
塔
曰
澄
靈
、
其
所
住
鎮
州
道
場
曰
臨
濟
、
世

遂
稱
之
曰
臨
濟
宗
。
蓋
自
南
嶽
以
來
、
他
宗
莫
與
抗
。
師
自
幼
負
志
出
塵
、
落
髮
受
具
、
便
參
禪
宗
于
黄
檗
會
中
、
親

受
提
警
、
奪
钁
栽
松
、
種
種
悟
解
、
往
來
大
愚
‧
潙
仰
間
、
印
證
圓
成
、
黄
檗
遂
擧
其
師
百
丈
禪
板
‧
几
案
授
之
。
及

其
住
臨
濟
也
、
正
聲
雷
行
、
學
侶
雲
集
、
趙
州
‧
龍
牙
、
雖
致
座
下
、
乃
師
法
叔
之
行
、
諸
方
晚
出
、
深
以
不
得
受
鉗

錘
為
恨
。
其
所
成
就
、
自
寶
壽
沼
‧
三
聖
而
下
二
十
有
二
人
、
皆
嶄
然
露
頭
角
、
稱
其
家
兒
。
而
興
化
獎
公
禪
師
、
獨

能
壽
其
傳
、
今
之
稱
臨
濟
宗
者
、
皆
興
化
嗣
也
。
師
示
滅
于
大
名
興
化
寺
之
東
堂
、
說
傳
法
偈
四
句
云
、「
法
流
不
止
問

如
何
、
真
照
無
邊
說
向
他
。
離
相
離
名
還
自
禀
、
吹
毛
用
了
急
須
磨
。」
偈
畢
、
竟
以
正
法
眼
藏
付
三
聖
然
、
實
唐
咸
通

八
年
歲
丁
亥
四
月
十
日
也
。
闍
毘
、
乞
得
舍
利
無
數
、
分
塔
為
二
、一
曰
大
名
、
一
曰
真
定
。
懿
宗
與
之
諡
、
賜
之
名
、

平
生
金
章
玉
句
、
如
「
三
玄
三
要
」、「
奪
境
奪
人
」
等
語
、
無
慮
數
十
則
、
天
下
學
子
、
至
今
藉
為
入
道
之
門
、
而
其

法
嗣
又
所
至
能
闡
揚
其
宗
風
。
自
興
化
獎
而
下
、
四
世
至
汾
陽
昭
禪
師
、
其
上
足
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
琊
覺
。
慈
明
圓
四

傳
而
至
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
。
佛
果
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
⑸
。
虎
丘
隆
三
傳
至
破
庵
先
‧
松
源
嶽
。
破
庵
先
傳
石

田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
松
源
嶽
傳
無
德
通
。
通
傳
虛
舟
度
、
度
傳
徑
山
虎
岩
伏
、
靈
隱
玉
山
珍
。
大
慧
杲
四
傳
至

雲
峰
高
‧
天
童
鑑
、
雪
峰
聳
。
天
目
齊
四
傳
至
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
。
慶
壽
璋
傳
海
雲
宗
師
‧

竹
林
彝
。
海
雲
宗
師
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
。
竹
林
彝
傳
龍
華
惠
。
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
。
歸
雲
宣
傳

平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林
秀
。
可
庵
傳
太
傅
劉
文
貞
公
‧
慶
壽
滿
。
龍
宮
玉
傳
大
名
海
、
賾
庵
傳
慶
壽
安
。
琅
琊

覺
六
傳
而
至
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏
‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
。
慶
壽
亨
傳
東
平
汴
‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
。
少
林
鑑
傳
法
王
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通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧
西
安
贇
。
智
傳
壽
峰
湛
、
贇
傳
雪
堂
仁
。
雪
堂
乃
臨
濟
嫡
後
之
孫
也
、
國
王
大
臣

無
不
敬
之
以
禮
、
皇
兄
晋
王
后
妃
公
主
駙
馬
、
各
賜
金
錦
法
衣
。
兹
來
東
南
方
、
且
擇
名
山
勝
地
、
稱
述
慧
照
道
德
、

樹
石
刻
書
、
傳
示
永
久
。
由
咸
通
至
今
七
丁
亥
、
四
百
二
十
載
、
由
臨
濟
至
雪
堂
十
有
八
傳
、
而
燈
燈
相
續
、
心
心
相

照
、
口
口
相
授
、
如
坐
一
堂
、
如
臥
一
席
、
如
經
一
刹
那
頃
、
等
無
有
異
、
是
豈
非
所
托
以
傳
者
惟
其
人
乎
？ 

而
況
水

龍
陸
象
、
諸
有
力
人
、
世
世
生
生
、
為
之
護
持
正
法
、
則
其
傳
雖
百
千
萬
世
、
未
可
知
也
。
至
元
丁
亥
九
月
、
前
監
察

御
史
北
山
居
士
郭
天
錫
記
。

臨
濟
玄
公
大
宗
師
真
贊

　

這
阿
師
、
太
奇
絕
、
狀
貌
堂
堂
如
古
月
。
親
從
黄
檗
山
中
來
、
又
要
大
愚
重
喋
喋
。
三
尺
殺
人
刀
、
殺
人
須
見
血
、

倒
提
正
令
行
諸
方
、
把
斷
諸
方
不
容
說
。
機
鋒
嚴
峻
似
難
當
、
就
裡
婆
心
元
太
切
。
西
瞿
耶
尼
、
北
鬱
單
越
、
香
滿
乾

坤
開
五
葉
。
雲
門
曹
洞
非
無
人
、
近
代
兒
孫
頗
消
歇
。
君
不
見
天
南
天
北
臨
濟
燈
、
萬
古
光
明
長
不
滅
。
北
山
居
士
郭

天
錫
盥
手
焚
香
拜
贊

こ
の
「
碑
記
」
は
ま
ず
、臨
済
宗
の
伝
承
は
外
在
的
権
威
に
頼
ら
ず
、適
切
な
伝
承
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
脈
々
と
続
い
て

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
臨
済
義
玄
の
生
涯
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
臨
済
の
法
脈
の
伝
承
系
譜
を
述
べ
る
。
作
者
は

一
方
で
興
化
存
奨
の
重
要
な
役
割
を
強
調
し
、
他
方
で
は
慈
明
楚
円
と
琅
琊
慧
覚
と
の
両
系
統
の
伝
承
の
系
譜
を
記
述
し
て

お
り
、
系
譜
の
内
容
は
普
秀
序
の
記
述
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
最
後
に
こ
の
「
碑
記
」
の
撰
述
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
当

時
、
雪
堂
普
仁
は
臨
済
義
玄
の
法
要
を
伝
え
る
た
め
に
、「
大
名
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
」
の
建
立
と
『
臨
済
録
』
の
刊
行

と
を
計
画
し
、
よ
っ
て
郭
氏
に
こ
の
「
碑
記
」
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
こ
の
「
碑
記
」
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
に
よ
っ
て
、
当
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初
雪
堂
普
仁
は
大
名
（
現
在
の
河
北
省
大
名
県
）
の
興
化
寺
と
真
定
（
現
在
の
河
北
省
正
定
市
）
の
臨
済
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
臨
済

祖
師
の
記
念
碑
を
建
て
た
こ
と
が
分
か
る
。
郭
氏
の
「
碑
記
」
は
、
そ
の
碑
石
は
既
に
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
碑
文
は
幸
い
に

元
刊
本
の
中
に
保
存
さ
れ
、
今
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
真
賛
」
は
臨
済
義
玄
の
画
像
の
た
め
に
書
い
た
賛
で
あ
り
、「
臨
済
の
禅
法
は
非
常
に
激
し
い
が
、
実
は
彼
の
心
に
は
慈

悲
が
満
ち
て
お
り
、
ま
た
当
時
、
臨
済
の
法
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
雲
門
宗
と
曹
洞
宗
は
比
較
的
寂
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
碑
記
」
は
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
に
撰
述
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
雪
堂
普
仁
が
当
時
す
で
に
『
臨
済
録
』
の
旧

本
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
作
者
の
署
名
は
「
前
監
察
御
史
北
山
居
士
郭
天
錫
」
と
あ
り
、
当
時
彼
は
監
察

御
史
の
職
を
既
に
辞
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
郭
天
錫
に
つ
い
て
、
以
前
彼
は
郭
畀
と
混
同
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
⑹
、

実
は
、
元
代
に
は
二
人
の
「
郭
天
錫
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
一
人
は
名
前
が
郭
天
錫
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
二
）
で
、
字
は
祐

之
、
号
は
北
山
、
金
城
（
現
在
の
山
西
省
応
県
）
の
人
。
元
代
初
期
の
有
名
な
書
画
収
蔵
家
で
あ
り
、
か
つ
て
監
察
御
史
と
な

り
、
至
元
二
十
二
年
（
一
二
八
五
）
以
降
、
杭
州
に
移
住
し
て
、
自
ら
「
北
山
居
士
」
と
号
し
た
。
も
う
一
人
は
名
前
が
郭
畀

（
一
三
〇
一
―
一
三
五
五
）、
字
は
天
錫
、
号
は
思
退
、
丹
徒
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
）
の
人
で
、
元
代
後
期
の
著
名
な
書
画
家

で
あ
る
⑺
。
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）、
郭
天
錫
は
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
た
め
に
、「
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」
を
撰

し
、
今
日
本
の
伝
本
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
序
と
「
碑
記
」
と
「
真
賛
」
は
ま
さ
に
金
城
郭
天
錫
の
著
述
で
、
い
ず
れ

も
元
刊
本
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
彼
の
逸
文
で
あ
る
。
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四
、
王
博
文
の「
碑
銘
」

こ
の
碑
銘
の
全
称
は
「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」（
以
下
「
碑
銘
」
と
略
称
）。
王
博
文
が
雪
堂
普
仁
の

依
頼
に
よ
っ
て
、
真
定
臨
済
寺
の
「
臨
済
道
行
碑
」
の
た
め
に
書
い
た
碑
文
で
あ
る
が
、
元
刊
本
の
付
録
と
し
て
伝
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
碑
銘
」
は
、
日
本
の
伝
本
に
も
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
前
に
あ
げ
た
『
鈔
』
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
本
の
『
臨
済
語
録
摘
葉
鈔
』（
以
下
『
摘
葉
鈔
』
と
略
称
）、
も
う
一
つ
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

刊
本
の
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
で
あ
る
⑻
。
こ
の
三
本
の
う
ち
、享
保
本
は
新
印
本
が
あ
る
た
め
に
比
較
的
に
見
や
す

い
。
実
は
日
本
の
伝
本
は
元
刊
本
よ
り
数
十
字
少
な
く
、元
刊
本
こ
そ
が
こ
の
「
碑
銘
」
の
完
全
な
原
型
で
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
、
日
本
の
臨
済
宗
訪
中
団
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
じ
め
て
こ
の
「
碑
銘
」
が
知
ら
れ
、
数
年
前
に
正
定
臨
済
寺

が
こ
の
碑
銘
を
再
び
刻
ん
で
碑
石
を
建
て
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
所
用
の
底
本
は
日
本
の
伝
本
で
あ
っ
て
、
当
時
は

信
用
度
の
高
い
元
刊
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
以
下
は
元
刊
本
の
王
博
文
の
碑
銘
で
あ
る
。

真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘

正
議
大
夫
御
史
中
丞
行
御
史
臺
事 

王
博
文 

譔
并
書

通
奉
大
夫
參
知
政
事
樞
密
副
使 

商
挺 

題
額

　

佛
氏
之
祖
、
由
毘
婆
尸
七
世
至
釋
迦
牟
尼
、
嗣
釋
迦
之
法
者
、
迦
葉
尊
者
為
第
一
祖
。
由
迦
葉
二
十
八
傳
而
得
達
磨
。

達
磨
至
中
國
為
初
祖
、
傳
至
大
鑑
、
大
鑑
號
曹
溪
、
始
派
別
為
五
。
大
鑑
傳
南
嶽
讓
、
讓
傳
馬
祖
一
、一
傳
百
丈
海
、
海

傳
黄
檗
運
、
運
傳
臨
濟
、
此
臨
濟
一
宗
相
傳
授
之
大
概
也
。
師
諱
義
玄
、
姓
邢
氏
、
曹
之
南
華
人
。
性
穎
異
、
以
孝
聞

鄉
里
、
幼
喜
佛
氏
之
學
、
既
落
髮
受
具
、
即
留
心
于
經
論
、
窮
幽
探
賾
。
既
而
曰
、「
此
濟
世
之
醫
方
也
、
非
教
外
别
傳
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之
旨
。」
遂
從
事
于
禪
宗
、
參
黄
檗
運
禪
師
、
證
據
提
警
、
意
融
心
會
、
引
伸
触
長
、
種
種
解
悟
、
而
又
切
瑳
于
大
愚
‧

潙
山
間
、
以
至
道
業
純
一
、
夐
出
儕
輩
、
黄
檗
遂
以
其
師
百
丈
之
禪
板
‧
几
案
授
焉
。
唐
宣
宗
大
中
八
年
、
行
脚
至
真

定
、
住
子
城
東
南
臨
濟
院
。
以
其
近
于
滹
陀
之
津
渡
、
遂
以
臨
濟
自
名
。
後
太
尉
墨
君
和
捨
宅
為
寺
、
迎
師
居
之
、
亦

號
臨
濟
焉
。
師
道
價
既
高
、
當
時
聞
人
勝
士
、
咸
來
嚮
慕
、
無
間
遠
邇
、
問
法
求
道
、
肩
摩
踵
接
。
普
化
‧
克
符
二
上

座
、
乃
師
法
叔
行
也
、
以
雄
傑
相
與
輔
翼
、
而
甘
處
下
風
焉
。
其
善
知
識
如
龍
牙
‧
洛
浦
‧
麻
谷
‧
鳳
林
、
皆
炷
香
敷

具
、
願
執
弟
子
禮
、
但
得
一
言
半
句
發
藥
者
、
即
成
令
器
。
既
而
往
河
中
、
府
主
王
常
侍
延
以
師
禮
。
住
持
未
幾
、
杖
錫

歸
大
名
、
居
興
化
寺
之
東
堂
。
一
日
攝
衣
據
座
、
與
三
聖
然
公
問
答
、
即
以
正
法
眼
藏
授
之
、
而
說
偈
曰
、「
源
流
不
止

問
如
何
、
真
照
無
邊
說
向
他
。
離
相
離
名
還
自
禀
、
吹
毛
用
了
急
須
磨
。」
說
此
偈
竟
、
端
然
而
逝
、
實
懿
宗
咸
通
八
年

四
月
十
日
也
。
茶
毘
所
得
舍
利
、
其
徒
分
而
為
二
、一
塔
于
魏
府
、
一
塔
于
鎮
陽
。
詔
諡
曰
「
慧
照
禪
師
」、
扁
其
塔
曰

「
澄
靈
」、
子
孫
相
繼
主
之
。
金
國
兵
興
、
寺
為
焦
土
、
唯
塔
獨
存
、
巋
然
于
瓦
礫
中
。
大
定
二
十
三
年
、
世
宗
夜
夢
師

乞
徙
塔
于
淨
域
、
遣
使
視
之
、
果
為
糞
壤
蕪
穢
所
埋
擁
。
使
還
以
聞
、
世
宗
命
官
吏
率
高
行
師
德
董
其
役
、
距
故
址
進

二
十
步
、
樹
磚
浮
圖
九
級
、
藏
舍
利
焉
。
皇
朝
撫
有
方
夏
、
為
主
僧
所
居
、
殿
宇
荒
摧
。
海
雲
大
宗
師
、
臨
濟
之
十
七

世
孫
也
。
監
寺
定
明
、
白
府
致
禮
請
海
雲
主
是
席
。
丙
午
春
、
復
為
十
方
禪
寺
、
命
其
嗣
子
庵
主
通
公
、
慵
庵
堅
公
、

可
庵
朗
公
相
繼
住
持
。
殿
宇
佛
像
莊
嚴
完
好
、
皆
海
雲
之
力
也
。
師
傳
授
之
法
、
曰
「
三
玄
三
要
、
賓
主
料
揀
、
四
喝

八
棒
」
之
屬
、
洪
規
深
旨
、
為
天
下
學
者
入
道
之
門
、
皆
師
之
所
自
得
、
非
授
之
于
黄
檗
也
。
嗣
師
之
法
者
、
若
子
若

孫
、
為
龍
為
象
、
不
可
殫
紀
。
其
大
略
則
由
興
化
獎
而
下
、
四
世
而
至
汾
陽
昭
、
其
上
足
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
琊
覺
。
慈

明
圓
傳
楊
岐
會
、
會
傳
白
雲
端
、
端
傳
五
祖
演
、
演
傳
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
。
佛
果
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
。
隆
傳

應
庵
華
、
華
傳
密
庵
傑
、
傑
傳
破
庵
先
‧
松
源
嶽
、
先
傳
石
田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
岳
傳
無
德
通
、
通
傳
虛
舟
度
、

度
傳
虎
岩
伏
‧
玉
山
珍
。
大
慧
傳
佛
照
光
、
光
傳
淛
翁
琰
、
琰
傳
偃
溪
聞
、
聞
傳
雲
峰
高
‧
天
童
鑑
‧
雪
峰
聳
。
天
目
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齊
傳
汝
州
和
、
和
傳
竹
林
寶
、
寶
傳
竹
林
安
、
安
傳
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
。
璋
傳
海
雲
宗
師
‧

竹
林
彝
。
海
雲
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
。
朗
傳
太
傅
劉
文
貞
公
、
玉
傳
大
名
海
、
儇
傳
慶
壽
安
。
竹
林
彝
傳
龍

華
惠
、
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
。
歸
雲
宣
傳
平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林
秀
。
琅
琊
覺
傳
泐
潭
月
、
月
傳
毘
陵

真
、
真
傳
白
水
白
、
白
傳
天
宁
黨
、
黨
傳
慈
照
純
、
純
傳
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏
‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
。
亨
傳
東
平
汴

‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
。
鑑
傳
法
王
通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧
西
庵
贇
。
智
傳
壽
峰
湛
、
贇
傳
雪
堂
仁
、
由
臨

濟
十
八
世
矣
。
至
元
丁
亥
秋
八
月
、
雪
堂
齎
聖
上
御
香
、
将
詣
杭
淛
諸
名
刹
焚
修
祝
釐
、
至
廣
陵
、
來
謁
予
言
、「
僧
今

年
春
過
鎮
陽
、
拜
臨
濟
祖
師
塔
、
撫
循
遺
跡
、
旌
紀
寂
寥
、
因
與
僧
統
滿
公
議
、
將
以
師
之
道
行
刻
之
貞
石
、
以
詔
學

者
、
幸
公
為
我
當
筆
也
。」
予
固
辭
、
不
許
、
即
相
與
考
證
諸
家
傳
錄
、
以
次
第
之
。
謂
雪
堂
曰
、「
自
曹
溪
派
而
為
五

之
後
、
今
法
眼
‧
潙
仰
傳
者
至
少
、
雲
門
‧
洞
下
差
多
于
二
家
、
唯
臨
濟
一
宗
演
溢
盛
大
。
既
為
嗣
法
高
弟
、
發
明
師

之
宗
旨
、
昭
揭
師
之
學
行
、
俾
傳
無
窮
、
宜
矣
。」
仍
系
之
以
銘
曰
、

達
磨
至
中
國
、
傳
佛
法
與
心
。

無
言
語
文
字
、
直
超
向
上
尋
。

神
光
最
堅
篤
、
雪
立
不
厭
深
。

豁
然
悟
本
體
、
提
印
開
未
今
。

六
祖
派
為
五
、
同
鐘
而
異
音
。

四
傳
得
黄
檗
、
黄
檗
傳
臨
濟
。

臨
濟
何
雄
偉
、
龍
象
真
可
擬
。

钁
頭
下
承
機
、
虎
須
邊
悟
旨
。

剷
除
諸
相
妄
、
洞
徹
萬
物
理
。
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每
與
學
者
云
、
馳
求
漫
勞
耳
。

得
真
正
見
解
、
佛
祖
不
遠
矣
。

只
于
赤
肉
團
、
有
無
位
真
人
。

十
方
與
三
界
、
在
汝
屋
與
身
。

持
求
唯
自
信
、
殊
勝
自
相
親
。

一
棒
與
一
喝
、
機
鋒
砉
然
新
。

盲
癲
莫
漫
來
、
鵝
王
食
乳
真
。

雷
驚
師
子
吼
、
魔
魅
俱
消
淪
。

耆
宿
善
知
識
、
蜂
附
而
蟻
聚
。

門
人
與
高
弟
、
龍
騫
而
鳳
翥
。

付
却
正
法
眼
、
徑
歸
兜
率
去
。

曹
溪
唯
此
脈
、
如
海
百
川
赴
。

一
燈
發
千
燈
、
散
為
萬
寶
炬
。

神
光
照
十
方
、
不
在
舍
利
數
。

高
名
傳
萬
古
、
不
在
澄
靈
固
。

骨
朽
舍
利
塵
、
自
在
不
亡
住
。

書
此
刻
貞
珉
、
庶
俾
後
學
諭
。

年 

月 

日 

立
石
大
功
德
主

前
江
淮
福
建
等
處
釋
教
總
統
十
八
世
孫
雪
堂
野
衲  

普
仁  

立
石
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杭
州
淨
慈
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
七
世
孫
愚
極 

至
慧

杭
州
靈
隱
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
八
世
孫
玉
山 

德
珍

杭
州
徑
山
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
八
世
孫
虎
岩 

淨
伏

撰
者
の
王
博
文
（
一
二
二
三
―
一
二
八
八
）
は
、
字
は
子
冕
、
号
は
西
渓
。
東
魯
の
人
で
あ
る
が
、
彰
徳
（
現
在
の
河
南
省

安
陽
）
に
移
住
し
た
。
早
く
に
フ
ビ
ラ
イ
大
王
に
任
用
さ
れ
、
後
に
蒙
古
の
憲
宗
に
し
た
が
っ
て
南
征
し
、
河
東
山
西
道
提

刑
按
察
使
・
礼
部
尚
書
・
大
名
路
総
管
・
江
南
道
行
御
史
台
中
丞
な
ど
を
歴
任
し
た
。
碑
額
の
書
者
で
あ
る
商
挺
（
一
二
〇
九

―
一
二
八
九
）
は
、
字
は
孟
卿
、
曹
州
済
陰
（
現
在
の
山
東
省
菏
沢
）
の
人
。
フ
ビ
ラ
イ
時
期
の
大
臣
、
参
知
政
事
・
安
西
王

相
・
枢
密
副
使
な
ど
を
歴
任
し
た
。
彼
の
伝
記
は
『
元
史
』
巻
一
五
九
に
見
え
る
。
王
・
商
の
二
人
と
も
雪
堂
普
仁
と
の
交

際
が
あ
り
、
故
に
臨
済
記
念
碑
の
建
造
事
業
に
参
与
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
碑
銘
」
の
内
容
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
既
に
学
者
よ
る
論
考
が
あ
る
の
で
⑼
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
紹
介
と
補
足
説
明

だ
け
を
行
う
。

「
碑
銘
」
は
ま
ず
達
磨
か
ら
臨
済
義
玄
に
至
る
ま
で
の
伝
承
の
系
譜
、
臨
済
の
修
行
の
経
歴
、
臨
済
舎
利
塔
の
建
立
、
お

よ
び
金
代
の
再
建
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
臨
済
遷
化
の
後
、
魏
府
（
現
在
の
河
北
省
大
名
県
）

の
興
化
寺
と
鎮
陽
（
現
在
の
河
北
省
正
定
）
の
臨
済
寺
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
舎
利
塔
が
建
て
ら
れ
、そ
し
て
金
の
世
宗
の
時
代

に
臨
済
寺
の
舎
利
塔
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
海
雲
印
簡
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
臨
済
寺
に
住
持
し
た
こ
と
、
臨
済
の
独
自
の
禅
法
、
興
化
存
奨
か
ら
元
代
初
期

に
至
る
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
。「
海
雲
碑
」
を
参
照
す
れ
ば
、
海
雲
が
臨
済
寺
に
住
持
し
た
の
は

一
二
三
五
年
の
こ
と
で
、最
初
に
臨
済
寺
の
監
寺
た
る
定
明
和
尚
が
鎮
陽
史
帥
の
史
天
沢
（
一
二
〇
二
―
一
二
七
五
）
に
申
請
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し
、
史
天
沢
が
朝
廷
に
上
奏
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
海
雲
を
臨
済
寺
に
招
く
こ
と
が
で
き
た
。
海
雲
は
着
任
す
る

と
、
臨
済
寺
の
修
復
を
行
っ
た
。
一
二
四
六
年
、
臨
済
寺
は
再
び
十
方
禅
寺
に
改
め
ら
れ
、
海
雲
は
弟
子
の
庵
主
通
公
・
慵

庵
堅
公
・
可
庵
朗
公
な
ど
を
相
次
い
で
住
持
に
抜
擢
し
た
。
庵
主
通
公
は
、「
海
雲
碑
」
に
い
う
「
真
定
維
摩
福
通
」
の
こ
と

で
、
慵
庵
堅
公
は
「
海
雲
碑
」
に
い
う
「
慵
庵
至
堅
」
或
い
は
「
臨
濟
志
堅
」
の
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
正
定
で
発
見
さ
れ
た

「
寓
庵
堅
公
禪
師
壽
塔
」
は
⑽
、
慵
庵
至
堅
塔
の
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
至
元
四
年
（
一
二
六
七
）
ま
で
臨
済

寺
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
「
碑
銘
」
の
撰
述
に
つ
い
て
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
秋
八
月
、
雪
堂
普
仁
が
杭
州
へ
名

刹
の
参
謁
に
行
く
途
中
、
広
陵
（
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
）
を
経
由
し
た
際
、
王
博
文
に
碑
文
の
執
筆
を
依
頼
し
、
王
博
文
は

「
諸
家
の
伝
録
を
考
証
し
た
」
上
で
、
こ
の
「
碑
銘
」
を
書
い
た
と
い
う
。
同
年
の
九
月
、
郭
天
錫
の
「
碑
記
」
は
既
に
完
成

し
て
い
た
。
両
碑
文
に
記
述
さ
れ
た
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
博
文
の
「
考
証
」
は
、
郭

氏
の
「
碑
記
」
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

立
碑
の
年
代
に
つ
い
て
、
あ
る
学
者
は
、
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）、
或
い
は
も
う
少
し
遅
れ
る
と
推
測
し
て
い
る

が
⑾
、
し
か
し
普
仁
は
碑
石
の
落
款
で
「
前
江
淮
福
建
等
處
釋
教
總
統
」
と
自
称
し
て
お
り
、
当
時
彼
は
こ
の
職
を
既
に
解
任

さ
れ
て
い
た
。
普
仁
は
至
元
三
十
年
（
一
二
九
三
）
に
「
江
淮
福
建
隆
興
等
處
釋
教
總
統
」
に
任
命
さ
れ
⑿
、
彼
の
「
釋
教
總

統
」
着
任
か
ら
解
任
ま
で
に
は
恐
ら
く
数
年
間
が
経
過
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
立
碑
の
年
代
は
、
至
元
三
十
年

以
降
、
つ
ま
り
一
二
九
〇
年
代
の
中
後
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

こ
の
「
碑
銘
」
は
、
普
秀
の
序
と
郭
氏
の
「
碑
記
」
と
共
に
、
興
化
存
奨
以
下
の
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
を
詳
細
に
記
録
し

て
お
り
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
系
譜
は
一
体
誰
の
創
作
で
あ
ろ
う
か
。
王
博
文
は
「
諸
家
の
伝
録
を
考
証
し

た
」
と
自
ら
称
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
系
譜
は
彼
が
最
初
に
創
作
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
実
際
に
は
彼
の
「
考
証
」
は
郭
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天
錫
よ
り
遅
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
系
譜
は
普
秀
、
或
い
は
郭
天
錫
に
よ
っ
て
最
初
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
碑
銘
」
の
最
後
に
は
、
こ
の
碑
文
を
撰
述
し
た
縁
起
を
述
べ
て
い
る
。
が
ん
ら
い
元
刊
本
『
臨
済
録
』
に
は
従
倫
の
序

が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
雪
堂
普
仁
が
「
偶
た
ま
余
杭
に
至
っ
て
」、『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
得
て
、
こ
れ
を
重
刊
し
た
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
「
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
雪
堂
普
仁
は
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
の
春
、
鎮
陽
に
行
き
臨
済
祖
師
塔
に
参
拝

し
、
そ
の
際
に
祖
師
の
遺
跡
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
で
、
僧
統
の
満
公
（
篳
庵
満
）
と
相
談
し
て
、
臨
済
寺
に
「
臨
済
祖

師
道
行
碑
」
を
立
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
年
八
月
、
普
仁
は
皇
帝
の
委
託
を
受
け
て
杭
州
の
名
刹
に
参
拝
に
行
く
途
中
、

広
陵
を
経
由
し
た
際
、
王
博
文
と
会
い
、
彼
に
碑
文
の
撰
述
を
依
頼
し
た
。
普
仁
が
余
杭
（
現
在
の
杭
州
）
に
行
っ
た
の
は
、

至
元
二
十
四
年
秋
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
皇
帝
に
代
わ
っ
て
名
刹
に
参
拝
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
こ
の

杭
州
へ
の
旅
の
折
り
に
、
意
外
に
も
『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
雪
堂
普
仁
は
、
一
方
で
は
『
臨
済
録
』
を

復
刻
し
、
他
方
で
は
大
名
と
真
定
と
の
二
カ
所
に
臨
済
祖
師
の
記
念
碑
を
立
て
た
。
こ
う
し
た
努
力
は
い
ず
れ
も
『
臨
済
録
』

を
広
く
流
伝
さ
せ
、
人
々
に
臨
済
祖
師
の
思
想
と
功
徳
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
臨
済
宗
振
興
の
事
業
の
一
部

で
あ
る
と
と
も
に
、
元
代
仏
教
史
に
お
い
て
も
一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
碑
銘
」
の
落
款
に
よ
れ
ば
、
立
碑
の
主
催
者
は
雪
堂
普
仁
で
あ
る
が
、
他
に
浄
慈
寺
の
住
職
愚
極
至
慧
、
霊
隠
寺

の
住
職
玉
山
徳
珍
、
径
山
寺
の
住
職
虎
岩
浄
伏
な
ど
も
参
与
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
共
に
杭
州
臨
済
宗
の
領
袖
で
あ
っ
た

か
ら
、
普
仁
が
杭
州
で
『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
見
つ
け
た
の
は
、
恐
ら
く
彼
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
、
彼
ら
は
普
仁
よ
る
臨
済
祖
師
記
念
碑
の
立
碑
事
業
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
当
時
南
北
臨
済
宗
の

間
に
は
緊
密
な
交
流
と
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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五
、
雪
堂
普
仁
は
誰
か

雪
堂
普
仁
は
元
刊
本
『
臨
済
録
』
刊
行
事
業
の
主
催
者
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
に
つ
い
て
禅
宗
史
書
に
は
殆
ど
記
載
が
な

い
。
ま
た
彼
を
杭
州
浄
慈
寺
の
雪
堂
普
仁
（
字
は
徳
隠
、
一
三
一
二
―
一
三
七
五
）
と
混
同
し
た
誤
解
も
あ
る
⒀
。
浄
慈
寺
の

雪
堂
普
仁
は
元
末
明
初
の
径
山
師
範
系
の
禅
僧
で
あ
り
⒁
、
元
刊
本
刊
行
の
際
に
彼
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
元
刊

本
刊
行
を
主
催
し
た
雪
堂
普
仁
は
元
代
初
期
の
禅
僧
で
、
江
淮
福
建
等
処
釈
教
総
統
を
つ
と
め
、
皇
室
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
、

当
時
中
国
北
方
の
臨
済
宗
に
お
い
て
非
常
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
雪
堂
普
仁
の
事
蹟
は
以
下
の
よ
う
な
元
代
の
史

料
を
通
じ
て
分
か
る
。

ま
ず
は
元
代
の
碑
文
で
あ
る
。
一
つ
は
王
惲
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
四
）
の
「
大
元
國
大
都
創
建
天
慶
寺
碑
銘
并
序
」
で
あ

り
⒂
、も
う
一
つ
は
李
謙
（
号
は
野
斎
、一
二
三
四
―
一
三
一
二
）
の
「
重
陽
洞
林
寺
藏
經
記
」
で
あ
る
⒃
。
両
碑
文
に
よ
れ
ば
、

普
仁
、
号
は
雪
堂
、
俗
姓
は
張
、
許
昌
（
現
在
の
河
南
省
許
昌
）
の
人
。
寿
峰
湛
の
も
と
で
剃
髪
し
、
竹
林
雲
に
し
た
が
っ
て

受
戒
し
、
永
泰
贇
（
西
庵
贇
）
か
ら
法
を
得
た
。
早
く
山
西
に
在
住
し
、
経
戒
の
厳
格
と
機
鋒
の
峻
烈
に
よ
っ
て
、
京
師
ま

で
名
を
知
ら
れ
た
（「
名
動
京
師
」）。
の
ち
皇
帝
の
女
婿
（
駙
馬
）
た
る
高
唐
郡
王
の
招
請
に
応
じ
て
⒄
、
豊
州
（
現
在
の
内
蒙

古
フ
フ
ホ
ト
）
の
法
蔵
院
に
住
持
し
た
。
至
元
九
年
（
一
二
七
二
）
大
都
に
至
り
、遼
代
の
廃
寺
た
る
永
泰
寺
の
弥
陀
院
に
住

し
、
の
ち
晋
王
カ
マ
ラ
（
甘
麻
剌
、
フ
ビ
ラ
イ
の
長
孫
）
と
高
唐
郡
王
は
、
普
仁
の
た
め
に
永
泰
寺
の
旧
址
に
新
た
に
天
慶
寺

を
建
て
た
⒅
。
そ
の
後
、京
師
及
び
北
方
各
地
の
臨
済
宗
の
招
聘
に
応
じ
て
、大
都
の
開
泰
寺
や
真
定
の
臨
済
寺
な
ど
一
〇
寺

院
の
住
職
を
兼
任
し
た
。
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）、
鎮
陽
に
立
ち
寄
り
、
石
碑
（
臨
済
道
行
碑
）
を
立
て
て
祖
師
の
行
状
を

表
し
た
（「
過
鎮
陽
、
樹
碑
表
行
」）。
二
十
六
年
（
一
二
八
九
）、
皇
孫
テ
ム
ル
の
（
鉄
穆
耳
、
後
の
元
の
成
宗
）
の
命
を
奉
じ
て
、

江
蘇
・
浙
江
の
名
刹
を
礼
拝
し
、
大
蔵
経
を
造
っ
た
（「
禮
江
浙
名
刹
、
起
造
藏
經
」）。
そ
の
際
、
大
蔵
経
を
新
た
に
四
部
刻
印
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し
、
ま
た
二
〇
部
の
大
蔵
経
を
購
入
し
て
北
方
へ
運
び
、
各
寺
院
に
そ
れ
を
送
っ
た
。
三
十
年
（
一
二
九
三
）、「
江
淮
福
建

隆
興
等
処
釈
教
総
統
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
普
仁
は
「
儒
学
を
こ
の
み
、
能
力
と
見
識
を
持
ち
、
交
わ
る
人
は
み
な
皇
帝
周
辺

の
王
侯
大
臣
や
文
武
の
豪
傑
ば
か
り
」（「
喜
儒
學
、
有
器
識
、
所
交
皆
藩
維
大
臣
、
文
武
豪
士
」）
で
あ
り
、
彼
の
住
居
に
お
い

て
商
挺
・
王
磐
な
ど
一
九
名
の
文
人
士
大
夫
と
集
ま
っ
て
詩
文
の
唱
和
を
行
な
い
（
雪
堂
雅
集
）、
当
時
の
人
々
か
ら
「
廬
阜

蓮
社
」
と
呼
ば
れ
た
。
つ
ま
り
東
晋
の
廬
山
慧
遠
の
「
白
蓮
社
」
の
よ
う
な
信
仰
団
体
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
⒆
。
結
局
、

雪
堂
雅
集
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
刊
板
事
業
の
寄
付
者
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
、
内
蒙
古
包
頭

市
に
お
い
て
、
一
つ
の
青
銅
鋪
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
大
徳
九
年
（
一
三
〇
五
）
の
銘
文
が
あ
っ
た
。
こ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、

こ
の
青
銅
鋪
は
雪
堂
普
仁
が
古
豊
州
の
孔
子
廟
に
奉
献
し
た
祭
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
⒇
。
普
仁
は
海
雲
印
簡
と
同
じ

く
、
儒
教
に
対
し
て
も
保
護
の
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
雪
堂
普
仁
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
の
元
貞
元

年
（
一
二
九
五
）
か
ら
延
祐
五
年
（
一
三
一
八
）
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
八
つ
の
「
滎
陽
洞
林
寺
聖
旨
碑
」
に
よ
れ
ば
㉑
、
彼

は
元
の
仁
宗
の
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
―
一
三
二
〇
）
に
は
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
司
空
」
の
肩
書
を
も
授
け
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
次
の
史
料
は
、
元
代
の
惟
大
・
鄧
文
原
（
一
二
五
八
―
一
三
二
八
）・
賈
汝
舟
な
ど
が
復
刻
本
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』

の
た
め
に
書
い
た
三
本
の
序
文
で
あ
る
㉒
。
こ
の
三
序
に
よ
れ
ば
、
普
仁
は
『
臨
済
録
』
の
復
刻
の
他
に
、
唐
代
宗
密
の
『
都

序
』
も
復
刻
し
た
と
あ
る
。
当
初
、
普
仁
の
師
た
る
西
庵
贇
が
、
彼
に
『
都
序
』
の
復
刻
を
委
嘱
し
て
お
り
、
後
に
普
仁
は
、

雲
中
（
現
在
の
山
西
省
大
同
）
と
大
都
で
そ
れ
ぞ
れ
古
本
を
手
に
入
れ
、
校
正
の
う
え
復
刻
し
た
。
宗
密
が
『
都
序
』
を
書
い

た
の
は
禅
教
を
統
合
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
て
、普
仁
も
当
時
の
仏
教
が
そ
れ
ぞ
れ
一
偏
を
固
執
す
る
現
状
に
不
満
で
あ
っ
た
。

仮
に
彼
の
『
臨
済
録
』
復
刻
に
当
時
の
臨
済
宗
を
統
合
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
す
れ
ば
、『
都
序
』
の
復

刻
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
仏
教
の
各
宗
を
統
合
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
仏
典
、
特
に
禅
籍
の
出
版
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に
お
い
て
は
、
雪
堂
普
仁
は
鄭
州
宝
禅
師
の
『
頌
古
』
と
『
林
渓
語
録
』
と
を
出
版
し
㉓
、
ま
た
柳
田
聖
山
氏
に
よ
れ
ば
、
雪

堂
普
仁
は
、『
香
厳
語
録
』・『
潙
山
警
策
』・『
般
若
心
経
』
な
ど
も
再
刊
し
て
お
り
㉔
、
彼
は
禅
籍
の
出
版
事
業
に
対
し
て
特

に
熱
情
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
普
仁
は
当
時
の
北
方
臨
済
宗
に
お
け
る
事
実
上
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
識
は
幅
広
く
、
儒
・
仏
の

双
方
に
精
通
し
、
皇
室
貴
族
や
文
人
士
大
夫
と
の
交
誼
も
緊
密
で
あ
っ
て
、
彼
を
中
心
と
す
る
「
雪
堂
雅
集
」
は
、
元
代
の

詩
壇
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
彼
は
仏
教
経
典
の
流
布
を
非
常
に
重
視
し
た
の
で
、『
臨
済
録
』
や
『
都
序
』
な
ど
を

復
刻
し
た
。
特
に
、『
臨
済
録
』
の
復
刻
は
こ
の
禅
籍
を
絶
滅
か
ら
救
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、『
臨
済
録
』
の
流
伝

史
に
お
い
て
重
大
な
意
義
を
有
す
る
出
来
事
で
あ
る
。

雪
堂
本
の
刊
行
年
代
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
椎
名
宏
雄
氏
は
元
の
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
と
し
て
お

り
、
そ
の
根
拠
は
お
そ
ら
く
郭
天
錫
の
序
文
が
同
年
の
作
成
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
元
刊
本
の
刊
板
人
の
署
名
と
彼
ら
の

伝
記
資
料
を
対
照
す
れ
ば
、
彼
ら
の
署
名
年
代
が
大
体
分
か
る
。
む
ろ
ん
製
版
と
印
刷
は
署
名
完
了
以
降
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
署
名
者
の
う
ち
、
忙
兀
台
（
？
―
一
二
九
〇
）
は
至
元
二
十
二
年
（
一
二
八
五
）「
江
淮
等
処
行
尚
書
省
左

丞
相
」
に
任
じ
、
五
年
後
に
逝
去
し
た
㉕
。
恐
ら
く
雪
堂
普
仁
は
、『
臨
済
録
』
刊
行
の
た
め
に
、
早
く
か
ら
寄
付
者
を
募
集

し
て
い
た
。
忙
兀
台
は
生
前
に
既
に
寄
付
し
て
い
た
の
で
、
故
に
刊
行
の
時
に
彼
の
名
前
が
記
さ
れ
た
。
他
の
署
名
は
い
ず

れ
も
大
徳
三
年
（
一
二
九
九
）
年
以
前
の
肩
書
で
あ
り
、
た
だ
、
卜
憐
吉
　
（
史
書
に
は
「
卜
憐
吉
帶
」
と
も
あ
る
）
は
大
徳

十
一
年
（
一
三
〇
七
）
ま
で
河
南
平
章
を
担
当
し
た
が
、
し
か
し
彼
の
署
名
は
も
っ
と
早
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
寄
付
者

の
署
名
が
そ
ろ
う
と
、
製
版
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
、
そ
の
時
期
は
大
徳
三
年
前
後
で
あ
ろ
う
。
仮
に
卜
憐
吉

の
署
名

は
大
徳
年
間
後
期
の
も
の
と
し
て
も
、
刊
板
年
代
も
大
徳
年
間
の
範
囲
内
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
椎
名
宏
雄
氏

の
判
断
は
基
本
的
に
間
違
い
な
い
が
、
具
体
的
証
拠
が
な
い
た
め
、
大
徳
二
年
そ
の
年
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
実
際
に
は
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も
う
少
し
遅
い
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
か
く
雪
堂
本
『
臨
済
録
』
は
至
元
刊
本
で
は
な
く
大
徳
刊
本
で
あ
る
。

六
、
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
原
型

現
存
の
元
刊
本
『
臨
済
録
』
は
、
書
首
に
欠
落
が
あ
る
が
、
し
か
し
欠
落
し
た
部
分
は
、
日
本
伝
本
の
な
か
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
故
に
日
本
伝
本
を
参
照
す
れ
ば
、
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

日
本
に
は
数
多
く
の
『
臨
済
録
』
の
伝
本
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
元
刊
本
と
関
係
が
深
い
と
見
な
さ
れ
た
も
の
が
二
本
あ
る
。

一
つ
は
東
洋
文
庫
所
蔵
本
で
、以
前
は
「
元
槧
本
」
と
さ
れ
て
い
た
が
㉖
、現
在
は
南
宋
咸
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
鼓
山
版
『
古

尊
宿
語
録
』
の
一
冊
と
見
直
さ
れ
て
い
る
㉗
。
筆
者
の
対
照
に
よ
れ
ば
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
伝
本
と
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
南
宋

本
『
臨
済
録
』、
お
よ
び
華
東
師
範
大
学
所
蔵
南
宋
本
『
臨
済
録
』
は
、
実
は
全
く
同
じ
版
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
『
古
尊
宿

語
録
』
の
一
冊
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
刊
本
で
、雪
堂
本
（
元
刊
本
）
の
復
刻

本
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
今
、
元
刊
本
と
対
照
す
る
と
、
こ
の
二
本
は
ど
ち
ら
も
元
刊
本
で
な
く
、
さ
ら
に
、
そ
の
書
首
に

は
馬
防
序
し
か
な
い
の
で
、
元
刊
本
の
首
部
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。

元
刊
本
と
実
際
に
関
係
の
あ
る
日
本
伝
本
は
、前
文
に
も
言
及
し
た
『
臨
済
録
鈔
』
と
『
大
正
大
蔵
経
』
本
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
中
に
元
刊
本
の
元
来
の
内
容
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、『
鈔
』
の
書
首
に
は
馬
防

序
の
前
に
三
本
の
「
別
序
」
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
三
人
の
序
で
あ
り
、
書
尾
に
は
王
博
文
の
「
碑
銘
」

も
あ
る
。「
別
序
」
と
は
、
馬
防
序
に
相
対
す
る
言
い
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
存
の
元
刊
本
に
も
普
秀
序
と
王
博
文
の
「
碑

銘
」
が
あ
る
の
で
、『
鈔
』
の
同
じ
部
分
は
元
刊
本
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、『
鈔
』
の
書
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首
と
書
尾
は
す
べ
て
の
日
本
伝
本
の
な
か
で
元
刊
本
と
一
番
近
い
も
の
と
分
か
る
。『
大
正
蔵
』
本
『
臨
済
録
』
の
書
首
に
も

従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
の
三
序
が
見
え
る
㉘
。
そ
の
底
本
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
所
蔵
、
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
永
享
本
）
に
、
三
序

は
雪
堂
普
仁
よ
る
「
繍
梓
流
通
之
序
」
と
い
う
手
書
き
の
補
記
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
初
補
記
の
作
者
は
三
序
が

そ
も
そ
も
元
刊
本
の
内
容
だ
と
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
分
か
る
。
ま
た
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
刊
本
『
臨
済
録
』
の

手
書
き
注
釈
に
も
、「
こ
の
語
録
に
は
多
く
の
序
が
あ
る
」（「
此
録
多
序
」）
と
あ
る
の
は
、『
臨
済
録
』
に
は
馬
防
序
の
他
に

三
序
も
あ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
は
室
町
時
代
の
作
で
あ
る
か
ら
、
注
の
作
者
が
当
時
見
た
テ
キ
ス
ト
は
三
序
付

き
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
ま
さ
に
元
刊
本
の
原
型
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
元
刊
本
の
書
首
に
は
そ
も
そ
も
三
序
、
即
ち
普
秀
序
の
前
に
、
従
倫
序
と
郭
天
錫
序
も
あ
っ
た
。
現
存
の

元
刊
本
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
序
で
あ
る
。
当
初
、
元
刊
本
は
日
本
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
、
果

た
し
て
三
序
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
は
日
本
伝
本
の
中
に
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
伝
本
に
三
序
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
は
、
現
存
の
元
刊
本
よ
り
も
勝
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す
る
研
究
に
お
い
て
、
重
要

な
参
考
資
料
と
な
る
。
故
に
日
本
伝
本
は
特
殊
な
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

現
存
の
元
刊
本
に
基
づ
き
、
日
本
伝
本
を
も
参
照
す
る
と
、
元
刊
本
は
も
と
も
と
以
下
の
内
容
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

1
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

従
倫
撰

2
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

郭
天
錫
撰

3
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

普
秀
撰

4
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
」　
（
臨
済
語
録
の
本
文
、
宋
刊
本
と
同
じ
内
容
）  

惠
然
輯
延
沼
書

5
．「
大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」　

郭
天
錫
撰
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6
．「
臨
濟
玄
公
大
宗
師
真
賛
」　

郭
天
錫
撰

7
．「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」　

王
博
文
撰

8
．
刊
板
人
署
名

ち
な
み
に
、
一
部
の
日
本
伝
本
、
例
え
ば
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
本
『
摘
葉
鈔
』
と
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
刊

本
『
臨
濟
慧
照
禪
師
語
錄
』
と
の
書
尾
の
王
博
文
「
碑
銘
」
の
後
ろ
に
、
元
の
趙
孟
頫
の
「
臨
濟
正
宗
碑
」
も
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
現
存
の
元
刊
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
や
は
り
筆
者
が
以
前
に
推
測
し
た
と
お
り
、
日
本
伝
本
の
中

に
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

む
す
び

日
本
と
比
べ
て
中
国
で
保
存
さ
れ
て
い
る
『
臨
済
録
』
の
伝
本
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
元
刊
本
が
元
代
以
後
の
中
国
伝

本
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
今
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
元
刊
本
は
刊
行
の
後
、
早

い
う
ち
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
結
果
、
日
本
伝
本
『
臨
済
録
』
の
祖
本
の
一
つ
と
な
っ
た
。
今
な
お
日
本
伝
本

『
臨
済
録
』
の
中
に
、
元
刊
本
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
の
三
序
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
な

ど
も
と
も
と
元
刊
本
に
由
来
す
る
文
章
の
他
に
、
日
本
伝
本
の
書
尾
題
記
か
ら
も
見
え
る
。
日
本
伝
本
に
お
い
て
、
そ
の
書

尾
題
記
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」・「
存
奨
校
勘
」・「
宗
演
重
開
」
な
ど
三
つ
の
題
記
が
揃
い
、
も

う
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」
と
「
存
奨
校
勘
」
と
二
つ
の
題
記
が
あ
っ
て
、
ま
た
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」
の
み
で
あ
る
。「
宗

演
重
開
」
の
題
記
は
、
北
宋
宗
演
本
に
由
来
し
た
も
の
ほ
か
な
ら
な
い
。「
存
奨
校
勘
」
の
題
記
は
南
宋
本
の
特
徴
で
あ
り
、
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「
延
沼
謹
書
」
し
か
な
い
の
は
、
元
刊
本
の
影
響
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
伝
本
の
書
名
は
、
元
刊
本
の
『
臨

濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
と
異
な
る
『
鎮
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録
』
で
あ
り
、さ
ら
に
馬
防
序
も
付
い
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
は
、宋
刊
本
の
影
響
を
受
け
た
証
で
あ
ろ
う
。
日
本
伝
本
は
宋
元
刊
本
の
両
方
か
ら
受
け
入
れ
た
内
容
が
あ
る
た
め
、

多
種
多
様
に
な
っ
た
。『
臨
済
録
』
伝
本
の
歴
史
に
お
い
て
、
元
刊
本
の
い
か
な
る
影
響
が
あ
っ
た
の
か
が
、
日
本
伝
本
を
通

じ
て
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
価
値
を
考
え
て
み
よ
う
。
本
書
は
宋
元
時
代
の
刻
本
と
し
て
、そ
れ
自
体
が
古
籍
の
「
善

本
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
有
名
人
の
収
蔵
を
経
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、
や
は
り
一
般
の
古
籍
「
善
本
」
よ
り
さ
ら
に
多
く
の
文

化
財
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
元
代
の
『
臨
済
録
』
刊
本
と
し
て
天
下
唯
一
の
孤
本
で
あ
り
、
他
に
替
わ
る

も
の
が
な
い
た
め
、
は
な
は
だ
貴
重
で
あ
る
。
現
存
の
『
臨
済
録
』
古
刻
本
の
中
で
本
書
は
も
っ
と
も
古
い
単
行
刊
本
で
あ

り
、
そ
の
前
の
北
宋
宗
演
本
は
既
に
逸
失
し
、
南
宋
本
は
『
古
尊
宿
語
録
』
中
の
一
冊
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
は
集
合
本
で
あ
っ

て
単
行
本
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
本
書
は
現
存
の
宋
元
時
代
の
『
臨
済
録
』
刊
本
に
お
い
て
唯
一
の
単
行
本
で
あ
る
。
本
書

の
保
存
状
態
は
比
較
的
よ
い
の
で
、
元
刊
本
の
大
部
分
の
内
容
が
よ
く
分
か
り
、
そ
れ
に
拠
っ
て
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
普
秀
序
は
、
銭
良
佑
が
書
写
し
た
も
の
で
、
銭
氏
書
道
の
遺
作
で
あ
る
。

ま
た
、
郭
天
錫
の
「
碑
記
」
と
「
真
賛
」
は
、
他
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
郭
氏
逸
文
で
あ
る
。
も
と
も
と
元
刊
本
に
あ
っ
た
三

序
と
付
録
は
、
臨
済
宗
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
特
に
金
元
時
代
北
方
臨
済
宗
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
参
考
価
値

を
も
っ
て
い
る
。
元
刊
本
は
か
つ
て
日
本
に
伝
わ
り
、
以
降
の
日
本
伝
本
に
深
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
故
に
こ
の
テ
キ
ス

ト
を
通
じ
て
、
日
本
伝
本
と
中
国
祖
本
と
の
関
係
、
ま
た
日
中
仏
教
交
流
史
の
様
々
な
関
係
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
総
じ
て
元
刊
本
『
臨
済
録
』
は
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
要
な
仏
教
史
の
研
究
資
料
で
あ
り
、
重
視

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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王博文の「碑銘」郭天錫の「碑記」

臨済語録本文譜秀序

付録１　元刊本『臨済録』影印（中国国家図書館蔵）
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東平汴

臨済義玄 興化存奨 南院慧顒 風穴延沼 首山省念 汾陽善昭

石霜楚圓 琅琊慧覚

楊岐方会 泐潭月

白雲守端 毗陵真

五祖法演

仏果克勤

松源崇岳

虎丘紹隆

無徳覚通

虎岩浄伏

応庵曇華

密庵咸傑 浙翁如琰

仏照徳光

仏鑑慧懃

破庵祖先

大慧宗杲

石田法薫

愚極至慧

玉山徳珍

天目斉

竹林海

汝州和

慶寿璋

海雲印簡

偃渓広聞

虚舟普度

可庵智朗

劉文貞

竹林彝

龍宮道玉

慶寿満

竹林宝

竹林安

白水白

天寧党

慈照純

鄭州宝

少林悟鑑

法王通

安閑覚白澗一

沖虚昉

慶寿子安

定林秀柏林璋 白瀑本勤龍華道恵

某禅師

五峰普秀

懶牧悟帰 南京智

寿峰湛

西庵贇

雪堂普仁

帰雲志宣

平山信亮雲渓印寿

賾庵儇

大名海

慶寿教亨

太原昭廓然安

竹林蔵

雪峰聳天童鑑雲峰妙高

※下線を付し斜体とした人名は、雪堂普仁の立碑或いは『臨済録』の刊行に関わった人物。

付録２　臨済宗法脈系譜図
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⑴	

繆
荃
孫
・
呉
昌
綬
・
董
康
『
嘉
業
堂
藏
書
志
』、
復
旦
大
学
出
版
社
（
上
海
）、
一
九
九
七
年
、
第
四
八
六
～
四
八
七
頁
。

⑵	『
鈔
』
は
日
本
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
刊
本
に
施
さ
れ
た
漢
文
に
よ
る
注
釈
で
、寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
刊
本
。
柳
田

聖
山
編
『
臨
濟
錄
抄
書
集
成
』
上
（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
収
め
る
。

⑶	

陸
川
堆
雲
『
臨
濟
及
臨
濟
錄
の
研
究
』、
喜
久
屋
書
店
（
東
京
）、
一
九
四
九
年
、
第
一
頁
。

⑷	

明
の
盧
熊
『
蘇
州
府
志
』
巻
三
八
「
人
物
・
文
藝
」
参
照
。
明
洪
武
十
二
年
（
一
三
七
九
）
抄
本
。

⑸	「
杲
」、
原
文
は
「
果
」
で
あ
る
が
今
改
め
た
。

⑹	

陸
川
堆
雲
『
臨
濟
錄
詳
解
』
参
照
。
真
禅
研
究
会
（
長
野
）、
一
九
五
九
年
、
第
二
三
～
三
一
頁
。

⑺	

宗
典
「
辨
郭
畀
非
郭
祐
之
及
其
偽
畫
」
参
照
。『
文
物
』
一
九
六
五
年
第
八
期
。
郭
天
錫
と
郭
畀
と
の
生
没
年
に
つ
い
て

は
、
宗
典
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
四
八
～
一
三
〇
二
と
一
二
八
〇
～
一
三
三
五
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
現
在
通
行
の
説

を
採
用
す
る
。

⑻	『
摘
葉
鈔
』
に
は
影
印
本
が
あ
り
、
柳
田
聖
山
編
『
臨
濟
錄
抄
書
集
成
』
下
に
収
め
る
。
享
保
本
は
原
刊
本
の
他
に
、
新
印

本
の
『
無
著
道
忠
校
訂 

臨
濟
禪
師
語
錄
』
が
あ
る
（
臨
済
禅
師
奉
讃
会
刊
行
、
一
九
六
七
年
）。

⑼	

劉
友
恒
・
李
秀
婷
「〈
真
定
十
方
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
〉
浅
談
」
参
照
。『
文
物
春
秋
』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
。

⑽	

張
国
清
・
貢
俊
録
・
劉
友
恒
「
元
代
臨
済
寺
〈
寓
庵
堅
公
禅
師
寿
塔
〉
銘
考
」
参
照
。『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
五
年
第
四

期
。

⑾	

劉
友
恒
・
李
秀
婷
「〈
真
定
十
方
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
〉
浅
談
」
参
照
。

⑿	

野
斎
（
李
謙
）「
重
陽
洞
林
寺
藏
經
記
」
参
照
。
蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』、
科
学
出
版
社
（
北
京
）、
一
九
五
五
年
、

第
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。

⒀	

椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
参
照
、
臨
川
書
店
（
京
都
）、
二
〇
一
六
年
、
第
五
九
八
～
五
九
九
頁
。
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⒁	

明
の
宋
濂
『
護
法
録
』
巻
二
「
浄
慈
山
報
恩
光
孝
禪
寺
住
持
仁
公
塔
銘
」、
明
の
明
河
『
補
續
高
僧
伝
』
巻
一
五
、
明
の
朱

時
恩
『
佛
祖
綱
目
』
巻
四
一
「
德
隠
普
仁
禪
師
入
寂
」
条
、
清
の
超
永
『
五
燈
全
書
』
巻
五
八
な
ど
を
参
照
せ
よ
。

⒂	
こ
の
碑
銘
は
『
秋
澗
集
』
巻
五
七
（『
全
元
文
』
第
六
冊
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
第
四
九
二
～
四
九
四
頁
）

に
収
め
る
。
作
者
の
王
惲
に
つ
い
て
は
『
元
史
』
巻
一
六
七
本
伝
参
照
。

⒃	

蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
参
照
、
第
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。
作
者
の
李
謙
、
号
は
野
斎
、『
元
史
』
巻
一
六
〇
本
伝
参

照
。

⒄	

蒙
元
時
期
、
武
将
ア
ラ
ク
シ
ー
デ
イ
ギ
ド
ー
ク
リ
（
阿
剌
兀
思
剔
吉
忽
里
）
の
家
族
は
、
前
後
し
て
複
数
の
人
が
高
唐
王

に
封
ぜ
ら
れ
た
。
こ
こ
の
高
唐
郡
王
は
、
恐
ら
く
ボ
ヤ
オ
カ
イ
（
孛
要
合
）
を
指
し
て
い
る
。
彼
は
早
く
西
域
を
征
し
、

後
に
北
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
（
成
吉
思
汗
）
の
三
女
ア
ラ
カ
イ
ー
ベ
キ
（
阿
剌
海
別
吉
）
と
結
婚
、
死

後
高
唐
郡
王
と
し
て
追
認
さ
れ
た
。

⒅	

天
慶
寺
旧
址
は
現
在
の
北
京
市
内
東
暁
市
街
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
。

⒆	

雪
堂
普
仁
と
士
大
夫
と
の
交
遊
に
つ
い
て
、
王
惲
の
「
雪
堂
上
人
集
類
諸
名
公
雅
制
序
」
に
も
、「
雪
堂
上
人
、
禪
悦
餘

暇
、
樂
從
賢
士
夫
遊
、
諸
公
亦
賞
其
爽
朗
不
凡
、
略
去
藩
籬
、
與
同
形
跡
、
以
道
義
定
交
、
文
雅
相
接
」（『
秋
澗
先
生
大

全
集
』
巻
四
三
）
と
記
し
て
い
る
。

⒇	「
包
头
燕
家
梁
遗
址
发
现
元
代
祭
孔
铜
器
刻
“
总
统
〟
铭
文
」
参
照
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
『
内
蒙
古
日
報
』。

㉑	

蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
参
照
、
第
三
六
～
七
四
頁
。

㉒	

三
序
と
も
『
大
正
蔵
』
第
四
八
冊
参
照
、
第
三
九
七
頁
b
～
三
九
八
頁
b
。

㉓	

元
の
従
倫
「
洞
林
大
覚
禅
寺
第
一
代
西
堂
宝
公
大
宗
師
頌
古
序
」・「
洞
林
大
覚
禅
寺
第
一
代
西
堂
宝
公
大
宗
師
林
渓
録
序
」

参
照
、『
全
元
文
』
第
二
〇
冊
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
（
南
京
）、
二
〇
〇
〇
年
、
第
五
一
五
～
五
一
六
頁
。
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㉔	

柳
田
聖
山
『
臨
済
録
の
研
究
』
参
照
、
法
蔵
館
（
京
都
）、
二
〇
一
七
年
、
第
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

㉕	『
元
史
』
巻
一
三
一
本
伝
参
照
。

㉖	
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』
参
照
、
大
東
出
版
社
（
東
京
）、
一
九
九
三
年
、
第
五
九
八
頁
。

㉗	

椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
参
照
、
第
五
九
八
頁
。

㉘	『
大
正
蔵
』
本
の
三
序
は
、
そ
の
底
本
に
お
い
て
は
、
手
書
き
で
補
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
本
論
文
は
日
本
学
術
振
興
会
基
金
に
よ
る
課
題
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
課
題
番
号
：
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
６
７
３
０
０
４
５
。
本
稿

に
取
り
上
げ
た
問
題
に
つ
い
て
、
衣
川
賢
次
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
と
参
考
資
料
の
ご
提
示
を
賜
り
、
こ
こ
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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